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論文内容の要旨
本論文は鋼板の引張り曲げ平坦矯正法(テンションレベリング)に関するものである。圧延のまま
で確保できる薄鋼板の平坦度レベルには限度があり より高度な平坦度を確保するにはテンションレ
ベラと呼ばれる矯正機を通さざるを得ないのが実状である。テンションレベラでの平坦矯正の要点は
(1)形状矯正に必要な伸率を把握すること， (2)この伸率を得るために必要な張力とロール本数を決定す
ること (3)形状矯正の際の繰返し塑性曲げにより発生するそり不良を矯正することである。そこで人
工的に作成した任意の形状不良材の矯正実験により通常の形状不良材の矯正には0.3-0.5%の塑性伸
びを付与すれば充分であることを明らかにした。次に塑性伸びの計算に必要な加工曲率半径の実験式
を材料定数，ロール径，ロール配列，張力の関数として新たに作成し本実験式を用いて上記伸率を得
るための張力とロール本数を検討した。その結果ロール本数が多い程低張力でよいがロール本数を非
常に多くしても張力はさほど低下しない故，形状矯正用の伸長レベラロール本数は 5 本程度が適当な
ことを示した。
更に塑性曲げにより発生する形状矯正後のそり不良に関する理論解析を行い その発生機構を明確
にするとともに，一本の小径ロールと一本の大径ロールより構成される矯正ロールでそり不良の解消
が可能なことを示し実験にて検証した。また幅方向で機械試験値の異なる材料については，テーパロ
ールが有効なことを理論と実験の両面より明りかにした。これらの結果を総合した実機テンションレ
ベラを設計し実操業においてその効果を確認した。
以上，板材の形状矯正に偉力を発揮するテンションレベラでのストリップの変形機構を解明し機械
設計と作業方式の両面で基礎技術を確立した。
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論文の審査結果の要旨
本論文は薄鋼板の引張り曲げによるテンション・レベリング(形状矯正)に関するものである。著
者はまず耳波あるいは中伸びを持つ形状不良材を人工的に作成して矯正実験を行い，通常の形状不良
材の矯正にはo. 3~0. 5%の塑性伸びを付与すれば充分であることを明らかにした。そこでこの作業に
要する張力とロール本数を求めるために必要な加工曲率半径の実験式を新たに提案し，これを用いて
適正な矯正条件を明らかにし 実験によりその妥当性を確めた。このような形状矯正を行う際に発生
するそりの機構については従来定性的な説明があるにすぎなかったが著者は 平面ひずみの仮定の
もとに，プラントル・ロイスのひずみ増分理論を用いて， くり返し引張り曲げ矯正により発生する長
手方向そりと幅方向そりを定量的に求める解析法を開発し，そり発生の機構を明らかにすると共に，
この結果を用いてそり不良の矯正に適正なロール配列の検討を行い実験によりこれを検証した。更に
幅方向で機械的性質が異なる材料についてはテーパーロールが有効なことを理論と実験より明らかに
した。これらの結果を総合して実機テンションレベラを設計し，実操業においてその効果を確認した。
以上は塑性加工の理論および工業技術における重要な貢献であり，学位論文として価値あるものと認
める。
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